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　月始めは双子宮にあるが，22日から百蟹宮に侵入する・帥ち此の日は夏

至であって，書閥最も長く，日出は午前4時46分，臼浸は午後7時17分で

ある・太陽の赤緯は北緯23度27分0秒にまで達する・覗直裡は次第に減少

して，月末には31分30。8秒となり，本年中での最小嬉となる・

　月の相

上　　　弦

満　　　月

下　　　弦

新　　　月

遠地黒1占通過

近地里1占通過

月

　　　時刻
411午前6時；56ゴ｝｝i8禾少

llH午俊3時11分42秒
19醤！｛二往乏　6時　〇二｝》24禾少

26Fl午二麦10醍F46，｝42手少

16日午前9時54分

28円午後0時IS分

覗直径

32分㌧　8イ…少

30分15秒

：10分Q秒

325♪55手少

2，ラ」30不少

33分7秒
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　3日の午前9時に海王星と出合って，その北側を通るのが，今月の月の

遊足歴訪の最初である・次ぎは，13　rl午薗引i寺に上星に追ひ付くのであっ

て，その南5度の所を通る・21臼午前4時には天王星に出合って，その南

側僅か離れた所を通る・我國からも見えるが天王星σ）光度が小さいから，

望遠鏡は必要である・次いで2：姻正午に火星と出合って，その僅か北側

を通り，25日午後1時には水星に追い付いてその北側を，更らに，26日午

後4時には木星を追ひ越すが，共に新月に近いので襯望は不便，29日午前

9時に金星と出合ひ，30日午後4時に再び天王星と出合って，今月の歴訪

を終る・
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　　　　　　　　　　　六　月　の遊星　界

　水　星　曉の星　1臼に停留となって後は徐々に願行を始め，15日に西

ゐ最大離角23度になる・位置は月始めに「うし」座プレヤデスの南にある

が，月末には「うし」座東端に迄達する・覗直径は月始め10秒8（角），月

末に5秒8となる・光度は月始め正2等・月末員零等牛となる・

　金星　宵の西室に在り，月始めは「ふte　：一」座西部にあり，順行して，

月末には「かに」座東端まで達する・親直径は次第に塘大し，12秒より14

秒になる・光度も今後は徐々に増す・今，月は員3等牛．

　火星　曉に光度1等牛として輝き，「うを」座東端より順行して・「ひ

つじ」座東端まで到る・祓直径5秒・午前2時頃東天に登る．

　木　星

　土　星

16秒・

　天王星

　毎玉星

宵の星であるが，太陽に近く観望不能・20日に太陽と合となる・

宥に東天に登る・「いて」座にあり，光度。等に近く，覗直径は

曉の星・「うを」座順行す・覗直星3秒・光度6等・

宵の西天にあり・レグルスに近い・光度8等・覗直径2秒鯨・
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　　　　　　　　　　　六　月　の恒星界

　北斗七星は高く位し，天頂には「まきを」が來てるる・北極星を取り園

んで，「おほくま」，「りよう」，「セブエ」，「カシオペヤ」，「き吻ん」，「ぎょし

や」などの星座が並び，天の川が束の地卒線に僅か見え始めτみる・南方

にはまだ春の星座「しし」，「をとめ」，「ヒドラ」，等が居残ってみるが，既

に「へびつかひ」，「さそり」，七夕の「こと」と「わし」，「はくちょう」等

が東に現はれ始めて，初夏の感を張めてみる．

　南の室の「ヒドラ」が長々と横はつた背に，「コップ」，「からす」等が乗

ってみるのも愛らしく，「センタウル！lや「おほかみ」，「ポンプ」等の諸星

座が南の室，蓬か低く彼方に認められる・

　雨や曇りにた・られる月であるtめ，思ふ檬に襯測も出來ないかも知れ

ないが，それでも，土星丈は是非，今月頃から見払いものである・太陽と

衝になるのは，來月一日であるから，今月末には最も観望の好時期となる・


